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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　物理ＨＡＲＱ指標チャネル信号を受信する受信手段と、前記物理ＨＡＲＱ指標チャネル
信号が肯定応答であるか否定応答であるかを判定する判定手段と、前記物理ＨＡＲＱ指標
チャネル信号が否定応答である場合に、全コードワードについて再送信号を無線基地局装
置に送信する送信手段と、を具備し、
　前記受信手段は下り制御チャネル信号を受信し、前記下り制御チャネル信号に一つのコ
ードワードに対して再送する旨のアップリンクグラントが含まれている場合に、前記一つ
のコードワードの再送信号を無線基地局装置に送信することを特徴とする移動端末装置。
【請求項２】
　前記物理ＨＡＲＱ指標チャネル信号が肯定応答である場合に、新規送信データ及び再送
信号を無線基地局装置に送信しないことを特徴とする請求項１記載の移動端末装置。
【請求項３】
　複数のコードワードの信号を受信する受信手段と、全コードワードに誤りがあったとき
に１ビットの否定応答の物理ＨＡＲＱ指標チャネル信号を生成する物理ＨＡＲＱ指標チャ
ネル信号生成手段と、前記物理ＨＡＲＱ指標チャネル信号を送信する送信手段と、一つの
コードワードに誤りがあったときに、前記一つのコードワードに対して再送する旨のアッ
プリンクグラントを含む下り制御チャネル信号を生成する下り制御チャネル信号生成手段
と、を具備し、前記送信手段は前記下り制御チャネル信号を移動端末装置に送信すること
を特徴とする無線基地局装置。
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【請求項４】
　前記物理ＨＡＲＱ指標チャネル信号生成手段は、全コードワードに誤りがなかったとき
に１ビットの肯定応答の物理ＨＡＲＱ指標チャネル信号を生成し、前記送信手段は、前記
物理ＨＡＲＱ指標チャネル信号を移動端末装置に送信することを特徴とする請求項３記載
の無線基地局装置。
【請求項５】
　無線基地局装置において、複数のコードワードの信号を受信する工程と、全コードワー
ドに誤りがあったときに１ビットの否定応答の物理ＨＡＲＱ指標チャネル信号を生成する
工程と、前記否定応答の物理ＨＡＲＱ指標チャネル信号を送信する工程と、前記移動端末
装置において、前記否定応答の物理ＨＡＲＱ指標チャネル信号を受信する工程と、前記否
定応答の物理ＨＡＲＱ指標チャネル信号に基づいて、全コードワードについて再送信号を
前記無線基地局装置に送信する工程と、
　前記無線基地局装置において、一つのコードワードに誤りがあったときに、前記一つの
コードワードに対して再送する旨のアップリンクグラントを含む下り制御チャネル信号を
生成する工程と、前記下り制御チャネル信号を前記移動端末装置に送信する工程と、前記
移動端末装置において、前記下り制御チャネル信号を受信する工程と、前記アップリンク
グラントに基づいて、前記一つのコードワードの再送信号を前記無線基地局装置に送信す
る工程と、を具備することを特徴とする無線通信方法。
【請求項６】
　前記無線基地局装置において、全コードワードに誤りがなかったときに１ビットの肯定
応答の物理ＨＡＲＱ指標チャネル信号を生成する工程と、前記肯定応答の物理ＨＡＲＱ指
標チャネル信号を前記移動端末装置に送信する工程と、前記移動端末装置において、前記
肯定応答の物理ＨＡＲＱ指標チャネル信号を受信する工程と、前記肯定応答の物理ＨＡＲ
Ｑ指標チャネル信号に基づいて、新規送信データ及び再送信号を前記無線基地局装置に送
信しない工程と、を具備することを特徴とする請求項５記載の無線通信方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＬＴＥ－Ａ（Long　Term　Evolution-Advanced）システムにおいて上りリン
クのＳＵ－ＭＩＭＯ（Single　User　Multiple　Input　Multiple　Output）の再送制御
を効率的に実現する移動端末装置、無線基地局装置及び無線通信方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　３ＧＰＰ（3rd　Generation　Partnership　Project）で規定されるＬＴＥ（Long　Ter
m　Evolution）システムでは、上りリンクにおいて、同期型のハイブリッド自動再送制御
（Synchronous　Hybrid　Automatic　Repeat　Request）を適用することが提案されてい
る（非特許文献１）。図１に示すように、上りリンクのＰＵＳＣＨ（Physical　Uplink　
Shared　Channel）信号が初回送信されると、ＰＨＩＣＨ（Physical　Hybrid　Automatic
　Repeat　Request　Indicator　Channel）により送達確認情報（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）が
送られる。移動端末装置がＰＨＩＣＨでＮＡＣＫを受信すると、予め決められた間隔（Ｒ
ＴＤ：Round　Trip　Delay（８msec））で上りリンクのＰＵＳＣＨ信号を再送する（Non-
adaptive　再送）。この場合において、移動端末装置は、同じリソース（ＲＢ：Resource
　Block）でＰＵＳＣＨ信号を再送する。
【０００３】
　一方、ＬＴＥシステムでは、Non-adaptive　再送により同じＲＢでＰＵＳＣＨ信号を再
送すると、他のＵＥ信号（例えば、ＰＲＡＣＨ（Physical　Random　Access　Channel）
信号）と衝突する可能性があるので、図１に示すように、再送の際に異なるＲＢでＰＵＳ
ＣＨ信号を再送する（adaptive　再送）ことも提案されている。この場合において、移動
端末装置は、下り制御チャネル（ＰＤＣＣＨ（Physical　Downlink　Control　Channel）
のUL　grant）で再送に用いるＲＢの割り当て情報を受信する。
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【０００４】
　また、ＬＴＥシステムでは、より高速な伝送を実現するために、無線基地局装置に複数
の送受信アンテナを用いるＭＩＭＯ伝送を採用している。さらに、ＬＴＥシステムよりも
さらなる広帯域化及び高速化を目的としたＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ（ＬＴＥ－Ａ）シス
テムにおいては、下りリンクで最大８ストリームのＭＩＭＯ多重伝送、上りリンクで最大
４ストリームのＭＩＭＯ多重伝送が行われる。ＭＩＭＯ多重伝送においては、ストリーム
毎に異なるＭＣＳ（Modulation　and　Coding　Scheme）制御やＨＡＲＱ制御が可能なマ
ルチコードワード送信が用いられる。なお、最大のコードワード数はアンテナ数によらず
２である。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００５】
【非特許文献１】ＴＳ３６．３２１　Ｓｅｃ５．４．２．１，５．４．２．２
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上りリンクのＭＩＭＯ多重伝送において、ストリーム毎に異なるＨＡＲＱ制御を適用す
る場合、最も簡単な方法としては、２コードワード分のＰＨＩＣＨのリソースを準備する
ことが考えられる。しかしながら、ＰＨＩＣＨのリソースが２倍にすると、多くのユーザ
を収容する場合に、ＰＨＩＣＨのリソースを十分に確保できるかどうかが問題となる。
【０００７】
　本発明はかかる点に鑑みてなされたものであり、ＰＨＩＣＨのリソースを十分に確保し
て、上りリンクのＳＵ－ＭＩＭＯの再送制御を効率的に実現することができる移動端末装
置、無線基地局装置及び無線通信方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の移動端末装置は、物理ＨＡＲＱ指標チャネル信号を受信する受信手段と、前記
物理ＨＡＲＱ指標チャネル信号が肯定応答であるか否定応答であるかを判定する判定手段
と、前記物理ＨＡＲＱ指標チャネル信号が否定応答である場合に、全コードワードについ
て再送信号を無線基地局装置に送信する送信手段と、を具備し、前記受信手段は下り制御
チャネル信号を受信し、前記下り制御チャネル信号に一つのコードワードに対して再送す
る旨のアップリンクグラントが含まれている場合に、前記一つのコードワードの再送信号
を無線基地局装置に送信することを特徴とする。
【０００９】
　本発明の無線基地局装置は、複数のコードワードの信号を受信する受信手段と、全コー
ドワードに誤りがあったときに１ビットの否定応答の物理ＨＡＲＱ指標チャネル信号を生
成する物理ＨＡＲＱ指標チャネル信号生成手段と、前記物理ＨＡＲＱ指標チャネル信号を
送信する送信手段と、一つのコードワードに誤りがあったときに、前記一つのコードワー
ドに対して再送する旨のアップリンクグラントを含む下り制御チャネル信号を生成する下
り制御チャネル信号生成手段と、を具備し、前記送信手段は前記下り制御チャネル信号を
移動端末装置に送信することを特徴とする。
【００１０】
　本発明の無線通信方法は、無線基地局装置において、複数のコードワードの信号を受信
する工程と、全コードワードに誤りがあったときに１ビットの否定応答の物理ＨＡＲＱ指
標チャネル信号を生成する工程と、前記否定応答の物理ＨＡＲＱ指標チャネル信号を送信
する工程と、前記移動端末装置において、前記否定応答の物理ＨＡＲＱ指標チャネル信号
を受信する工程と、前記否定応答の物理ＨＡＲＱ指標チャネル信号に基づいて、全コード
ワードについて再送信号を前記無線基地局装置に送信する工程と、前記無線基地局装置に
おいて、一つのコードワードに誤りがあったときに、前記一つのコードワードに対して再
送する旨のアップリンクグラントを含む下り制御チャネル信号を生成する工程と、前記下
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り制御チャネル信号を前記移動端末装置に送信する工程と、前記移動端末装置において、
前記下り制御チャネル信号を受信する工程と、前記アップリンクグラントに基づいて、前
記一つのコードワードの再送信号を前記無線基地局装置に送信する工程と、を具備するこ
とを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、無線基地局装置において、複数のコードワードの信号を受信し、全コ
ードワードに誤りがあったときに１ビットの否定応答の物理ＨＡＲＱ指標チャネル信号を
生成し、前記否定応答の物理ＨＡＲＱ指標チャネル信号を送信し、前記移動端末装置にお
いて、前記否定応答の物理ＨＡＲＱ指標チャネル信号を受信し、前記否定応答の物理ＨＡ
ＲＱ指標チャネル信号に基づいて、全コードワードについて再送信号を前記無線基地局装
置に送信するので、ＰＨＩＣＨのリソースを十分に確保して、上りリンクのＳＵ－ＭＩＭ
Ｏの再送制御を効率的に実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】ＨＡＲＱ制御を説明するための図である。
【図２】ＬＴＥシステムにおけるＨＡＲＱ制御を説明するための図である。
【図３】ＬＴＥ－Ａシステム対応のＨＡＲＱ制御を説明するための図である。
【図４】本発明に係るＨＡＲＱ制御を説明するための図である。
【図５】本発明に係るＨＡＲＱ制御の態様を説明するための図である。
【図６】本発明に係るＨＡＲＱ制御の態様を説明するための図である。
【図７】本発明に係るＨＡＲＱ制御の態様を説明するための図である。
【図８】本発明に係るＨＡＲＱ制御の態様を説明するための図である。
【図９】本発明に係るＨＡＲＱ制御の態様を説明するための図である。
【図１０】本発明に係るＨＡＲＱ制御の態様を説明するための図である。
【図１１】本発明の無線通信方法を行う無線通信システムを示す図である。
【図１２】本発明の移動端末装置の概略構成を示す図である。
【図１３】本発明の移動端末装置のベースバンド処理部を含む処理部を説明するためのブ
ロック図である。
【図１４】本発明の無線基地局装置の概略構成を示す図である。
【図１５】本発明の無線基地局装置のベースバンド処理部を含む処理部を説明するための
ブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明の実施の形態について添付図面を参照して詳細に説明する。
　ＬＴＥシステムにおいては、上りリンクでＭＩＭＯ多重伝送が規定されていない。この
ため、ＰＵＳＣＨ信号は、図２に示すように、移動端末装置（ＵＥ：User　Equipment）
から無線基地局装置（ｅＮＢ）に対して１コードワード（ＣＷ）で送信される。また、こ
のとき、ＨＡＲＱ制御としては、物理ＨＡＲＱ指標チャネル（ＰＨＩＣＨ）で肯定応答（
ＡＣＫ）（ＲＴＤ後はデータの送信を行わない）又は否定応答（ＮＡＣＫ）（ＲＴＤ後に
同一のＲＢから同じデータを再送）が１ビットで送られると共に、ＰＤＣＣＨのアップリ
ンクグラント（UL　grant）でＨＡＲＱパラメータが送られる。ここで、ＨＡＲＱパラメ
ータとしては、新規送信データ指標（ＮＤＩ：New　Data　Indicator　）、Incremental
　Redundancy　(ＩＲ)におけるRedundancy　Version　(ＲＶ)、ＭＣＳなどが挙げられる
。なお、ＬＴＥシステムにおいては、ＲＶはＴＢＳ（Transport　Block　Scheme）情報に
含まれる。また、UL　grantとＰＨＩＣＨが同時に送られている場合には、UL　grantの情
報を優先する。　
【００１４】
　上述したように、ＬＴＥ－Ａシステムにおいては、上りリンクで最大４ストリームのＭ
ＩＭＯ多重伝送が行われ、ストリーム毎に異なるＨＡＲＱ制御が可能なマルチコードワー
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ド送信が用いられる。このようなＬＴＥ－Ａシステムにおいて、マルチコードワード（最
大２コードワード）送信を適用する場合、最も簡単な方法は２コードワード分のＰＨＩＣ
Ｈリソース、ＨＡＲＱパラメータを準備する方法である。すなわち、図３に示すように、
コードワード毎に個別にＰＨＩＣＨのリソース（２ビット）を準備して、コードワード毎
のＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信し、ＰＤＣＣＨのUL　grantにコードワード毎のＨＡＲＱパラ
メータ（ＮＤＩ，ＲＶ）を含める。ＰＤＣＣＨのUL　grantにおいては、リソース割り当
て情報、送信電力情報など、他の制御情報を併せて送信されるため、各コードワード毎の
ＨＡＲＱパラメータ（ＮＤＩ、ＲＶ）を含めることによる無線リソースの増大はごくわず
かである。一方、ＰＨＩＣＨのリソースはＬＴＥシステムの場合の２倍となってしまうの
で、無線リソースを多く使ってしまうことになる。
【００１５】
　そこで、本発明者らは、上記の点を考慮して、ＬＴＥシステムよりもＰＨＩＣＨのリソ
ースを増やすことなく、マルチコードワード伝送を行う上りリンクＳＵ－ＭＩＭＯの再送
制御を効率的に実現する方法を提案する。すなわち、本発明の骨子は、無線基地局装置に
おいて、複数のコードワードの信号を受信し、全コードワードに誤りがあったときに１ビ
ットの否定応答の物理ＨＡＲＱ指標チャネル信号を生成し、前記物理ＨＡＲＱ指標チャネ
ル信号を送信し、前記移動端末装置において、前記物理ＨＡＲＱ指標チャネル信号を受信
し、前記物理ＨＡＲＱ指標チャネル信号が肯定応答であるか否定応答であるかを判定し、
前記物理ＨＡＲＱ指標チャネル信号が否定応答である場合に、全コードワードについて前
回送信したリソースで再送信号を前記無線基地局装置に送信することにより、ＰＨＩＣＨ
のリソースを十分に確保して、上りリンクのＳＵ－ＭＩＭＯの再送制御を効率的に実現す
ることである。
【００１６】
　本発明に係る無線通信方法においては、図４に示すように、ＰＨＩＣＨ（ＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫシグナリング）のリソースを１ビット（ＬＴＥシステムのリソースと同じ）とし、Ｐ
ＤＣＣＨのUL　grantに２ＣＷ分のＨＡＲＱパラメータを含めて、マルチコードワード伝
送を行う上りリンクのＳＵ－ＭＩＭＯの再送制御を効率的に実現する。　
【００１７】
　本発明において、ＰＨＩＣＨのＮＡＣＫは、ＲＴＤ後に全ＣＷ（ここでは２ＣＷ）につ
いて、同一の（前回送信した）ＲＢからそれぞれ同じデータを再送することを意味し、Ｐ
ＨＩＣＨのＡＣＫは、ＲＴＤ後は全ＣＷ共に送信を行わないことを意味する。すなわち、
全ＣＷ分のＰＨＩＣＨを束ねている（bundling）。また、ＨＡＲＱパラメータについては
、全ＣＷ（２ＣＷ）分のＮＤＩ（新規データ送信／再送を示す１ビット）、ＩＲにおける
ＲＶ（ＬＴＥのUL　grantにおいては、ＴＢＳ（Transport　Block　Scheme）情報に含ま
れる）、初回送信／再送時のＭＣＳで表現される。この場合においても、UL　grantとＰ
ＨＩＣＨが同時に送られているときは、UL　grantの情報を優先する。　
【００１８】
　次に、本発明に係る無線通信方法の態様について説明する。ここでは、コードワードが
２である場合について説明する。本発明に係る無線通信方法においては、（１）無線基地
局装置で両方のコードワードとも復調が誤り、再送を行う態様、（２）無線基地局装置で
両方のコードワードが正しく復調された態様、（３）無線基地局装置で片方のコードワー
ドのみ復調が誤り、再送を行う態様がある。
【００１９】
（１）両方のコードワードとも復調が誤り、再送を行う態様
　この態様におけるＨＡＲＱ制御としては、（１－１）ＰＨＩＣＨでＮＡＣＫを通知する
方法と、（１－２）ＰＤＣＣＨのUL　grantで再送を要求する方法とがある。
【００２０】
　（１－１）の方法は、図５に示すように、無線基地局装置（ｅＮＢ）で２ＣＷのＰＵＳ
ＣＨ信号に誤りがあったときに、無線基地局装置からＰＨＩＣＨでＮＡＣＫ（両方のＣＷ
が誤り（Ｎｏ））を通知する。移動端末装置（ＵＥ）はＰＵＳＣＨで両方のＣＷを再送す
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る。この方法は、前回送信したＲＢと同じＲＢで再送するNon-adaptive再送に適している
。
【００２１】
　（１－２）の方法は、図６に示すように、無線基地局装置（ｅＮＢ）で２ＣＷのＰＵＳ
ＣＨ信号に誤りがあったときに、無線基地局装置からＰＤＣＣＨのUL　grantで２ＣＷ分
の再送用のＨＡＲＱパラメータを送信する。移動端末装置（ＵＥ）はＰＵＳＣＨで両方の
ＣＷを再送する。図６においては、ＨＡＲＱパラメータとして、第１ＣＷのＮＤＩ＝０、
ＲＶ＝１と、第２ＣＷのＮＤＩ＝０、ＲＶ＝１とを送信する。ここで、ＮＤＩ＝１は新規
データ送信を示し、ＮＤＩ＝０は再送を示す。したがって、図６では、２つのＣＷでいず
れも再送を指示している。この方法は、再送の際に異なるＲＢで再送するAdaptive再送に
適している。
【００２２】
（２）両方のコードワードが正しく復調された態様
　この態様におけるＨＡＲＱ制御としては、（２－１）ＰＤＣＣＨのUL　grantで新規デ
ータ送信を要求する方法と、（２－２）ＰＨＩＣＨでＡＣＫを通知する方法とがある。
【００２３】
　（２－１）の方法は、図７に示すように、無線基地局装置（ｅＮＢ）で２ＣＷのＰＵＳ
ＣＨ信号に誤りがなかった（正しかった）ときに、ＵＥ側で新規送信データがバッファリ
ングされているならば、無線基地局装置からＰＤＣＣＨのUL　grantで２ＣＷ分の新規デ
ータ送信用のＨＡＲＱパラメータを送信する。図７においては、ＨＡＲＱパラメータとし
て、第１ＣＷのＮＤＩ＝１、ＲＶ＝０と、第２ＣＷのＮＤＩ＝１、ＲＶ＝０とを送信する
。ここで、ＮＤＩ＝１は新規データ送信を示し、ＮＤＩ＝０は再送を示す。したがって、
図７では、２つのＣＷでいずれも新規データ送信を指示している。この方法は、再送の際
に異なるＲＢで再送するAdaptive再送に適している。もし、２ＣＷのＰＵＳＣＨ信号に誤
りがなかった（正しかった）ときに、新規送信データがバッファリングされていないなら
ば、（２－２）の方法を採用する。
【００２４】
　（２－２）の方法は、図８に示すように、無線基地局装置（ｅＮＢ）で２ＣＷのＰＵＳ
ＣＨ信号に誤りがなかった（正しかった）ときに、無線基地局装置からＰＨＩＣＨでＡＣ
Ｋ（両方のＣＷが正しい（Ｙｅｓ））を通知する。移動端末装置において、新規送信デー
タがバッファリングされているならば、移動端末装置は、新規データ送信のＨＡＲＱパラ
メータを含むUL　grantを無線基地局装置から受けた後に、新規送信データを送信する。
一方、移動端末装置において、新規送信データがバッファリングされていないならば、Ｒ
ＴＤ後にUL　grantにより通知しないことでデータ送信を行わない。この方法は、前回送
信したＲＢと同じＲＢで再送するNon-adaptive再送に適している。
【００２５】
（３）片方のコードワードのみ復調が誤り、再送を行う態様
　この態様におけるＨＡＲＱ制御としては、（３－１）ＰＤＣＣＨのUL　grantで再送を
要求する方法と、（３－２）ＰＨＩＣＨでＡＣＫを通知する方法と、（３－３）ＰＨＩＣ
ＨでＮＡＣＫを通知する方法とがある。
【００２６】
　（３－１）の方法は、図９に示すように、無線基地局装置（ｅＮＢ）で１つのＣＷ（第
２ＣＷ）のＰＵＳＣＨ信号に誤りがあり、もう１つのＣＷ（第１ＣＷ）のＰＵＳＣＨ信号
に誤りがなかった（正しかった）ときに、新規送信データがバッファリングされているな
らば、無線基地局装置からＰＤＣＣＨのUL　grantで新規データ送信用のＨＡＲＱパラメ
ータと再送用のＨＡＲＱパラメータを送信する。図９においては、ＨＡＲＱパラメータと
して、第１ＣＷのＮＤＩ＝１、ＲＶ＝０と、第２ＣＷのＮＤＩ＝０、ＲＶ＝１とを送信す
る。ここで、ＮＤＩ＝１は新規データ送信を示し、ＮＤＩ＝０は再送を示す。したがって
、図９では、第１ＣＷについて新規データ送信を指示し、第２ＣＷについて再送を指示し
ている。この方法は、再送の際に異なるＲＢで再送するAdaptive再送に適している。
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【００２７】
　また、（３－１）の方法は、図１０に示すように、無線基地局装置（ｅＮＢ）で１つの
ＣＷ（第２ＣＷ）のＰＵＳＣＨ信号に誤りがあり、もう１つのＣＷ（第１ＣＷ）のＰＵＳ
ＣＨ信号に誤りがなかった（正しかった）ときに、新規送信データがバッファリングされ
ていないならば、無線基地局装置からＰＤＣＣＨのUL　grantで送信停止（disable）用の
ＨＡＲＱパラメータと再送用のＨＡＲＱパラメータを送信する。図１０においては、ＨＡ
ＲＱパラメータとして、第１ＣＷのＮＤＩ＝０、ＲＶ＝１（ＴＢＳ＝０）と、第２ＣＷの
ＮＤＩ＝０、ＲＶ＝１とを送信する。ここで、ＮＤＩ＝１は新規データ送信を示し、ＮＤ
Ｉ＝０は再送を示す。また、ＴＢＳ＝０は送信停止を示す。したがって、図１０では、第
１ＣＷについて送信停止を指示し、第２ＣＷについて再送を指示している。この方法は、
再送の際に異なるＲＢで再送するAdaptive再送に適している。
【００２８】
　（３－２）の方法は、無線基地局装置（ｅＮＢ）で１つのＣＷ（第２ＣＷ）のＰＵＳＣ
Ｈ信号に誤りがあり、もう１つのＣＷ（第１ＣＷ）のＰＵＳＣＨ信号に誤りがなかった（
正しかった）ときに、無線基地局装置からＰＨＩＣＨでＡＣＫ（両方のＣＷが正しい（Ｙ
ｅｓ））を通知する。このようにして、まず、２つのＣＷに対して再送をとめておく。そ
の後、移動端末装置は、第２ＣＷに対する再送のＨＡＲＱパラメータを含むUL　grantを
無線基地局装置から受けた後に再送を行う。
【００２９】
　（３－３）の方法は、無線基地局装置（ｅＮＢ）で１つのＣＷ（第２ＣＷ）のＰＵＳＣ
Ｈ信号に誤りがあり、もう１つのＣＷ（第１ＣＷ）のＰＵＳＣＨ信号に誤りがなかった（
正しかった）ときに、ＰＵＳＣＨ信号の誤りの有無にかかわらず、無線基地局装置からＰ
ＨＩＣＨでＮＡＣＫ（両方のＣＷが誤り（Ｎｏ））を通知し、両ＣＷの信号の再送を行う
。
【００３０】
　図１１は、本発明の実施の形態に係る移動端末装置及び無線基地局装置を有する無線通
信システムを示す図である。
【００３１】
　無線通信システムは、例えばＥ－ＵＴＲＡ（Evolved　UTRA　and　UTRAN）が適用され
るシステムである。無線通信システムは、無線基地局装置（ｅＮＢ：ｅＮｏｄｅＢ）２（
２１，２２・・・２ｌ、ｌはｌ＞０の整数）と、無線基地局装置２と通信する複数の移動
端末装置（ＵＥ）１ｎ（１１，１２，１３，・・・１ｎ、ｎはｎ＞０の整数）とを備える
。無線基地局装置２は、上位局、例えばアクセスゲートウェイ装置３と接続され、アクセ
スゲートウェイ装置３は、コアネットワーク４と接続される。移動端末装置１ｎはセル５
（５１，５２）において無線基地局装置２とＥ－ＵＴＲＡにより通信を行っている。本実
施の形態では、２個のセルについて示しているが、本発明は３個以上のセルについても同
様に適用することができる。なお、各移動端末装置（１１，１２，１３，・・・１ｎ）は
、同一の構成、機能、状態を有するので、以下では特段の断りがない限り移動端末装置１

ｎとして説明を進める。
【００３２】
　無線通信システムでは、無線アクセス方式として、下りリンクについてはＯＦＤＭ（直
交周波数分割多元接続）が適用され、上りリンクについてはＳＣ－ＦＤＭＡ（シングルキ
ャリア－周波数分割多元接続）が適用される。ＯＦＤＭは、周波数帯域を複数の狭い周波
数帯域（サブキャリア）に分割し、各サブキャリアにデータをマッピングして通信を行う
マルチキャリア伝送方式である。ＳＣ－ＦＤＭＡは、周波数帯域を端末毎に分割し、複数
の移動端末装置が互いに異なる周波数帯域を用いることで、移動端末装置間の干渉を低減
するシングルキャリア伝送方式である。
【００３３】
　ここで、Ｅ－ＵＴＲＡにおける通信チャネルについて説明する。
　下りリンクについては、各移動端末装置１ｎで共有される物理下り共有チャネル（ＰＤ



(8) JP 5073770 B2 2012.11.14

10

20

30

40

50

ＳＣＨ：Physical　Downlink　Shared　Channel）と、物理下り共有チャネルとが用いら
れる。物理下り共有チャネルは下りＬ１／Ｌ２制御チャネルとも呼ばれる。上記物理下り
共有チャネルにより、ユーザデータ、すなわち、通常のデータ信号が伝送される。また、
物理下り制御チャネルにより、下りスケジューリング情報（DL　Scheduling　Informatio
n）、送達確認情報（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）、アップリンクグラント（UL　Grant）、ＴＰＣ
コマンド（Transmission　Power　Control　Command）などが伝送される。下りスケジュ
ーリング情報には、例えば、物理下り共有チャネルを用いて通信を行うユーザのＩＤや、
そのユーザデータのトランスポートフォーマットの情報、すなわち、データサイズ、変調
方式、再送制御（ＨＡＲＱ）に関する情報や、下りリンクのリソースブロックの割り当て
情報などが含まれる。
【００３４】
　また、上りスケジューリンググラントには、例えば、物理上り共有チャネルを用いて通
信を行うユーザのＩＤや、そのユーザデータのトランスポートフォーマットの情報、すな
わち、データサイズ、変調方式に関する情報や、上りリンクのリソースブロックの割り当
て情報、上りリンクの共有チャネルの送信電力に関する情報などが含まれる。ここで、上
りリンクのリソースブロックとは、周波数リソースに相当し、リソースユニットとも呼ば
れる。
【００３５】
　また、送達確認情報（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）とは、上りリンクの共有チャネルに関する送
達確認情報のことである。送達確認情報の内容は、送信信号が適切に受信されたことを示
す肯定応答（ＡＣＫ:Acknowledgement）又はそれが適切に受信されなかったことを示す否
定応答（ＮＡＣＫ：Negative　Acknowledgement）の何れかで表現される。
【００３６】
　上りリンクについては、各移動端末装置１ｎで共有して使用される物理上り共有チャネ
ル（ＰＵＳＣＨ）と、物理上り制御チャネル(ＰＵＣＣＨ)とが用いられる。上記物理上り
共有チャネルにより、ユーザデータ、すなわち、通常のデータ信号が伝送される。また、
物理上り制御チャネルにより、下りリンクにおける共有物理チャネルのスケジューリング
処理や適応変復調及び符号化処理（ＡＭＣ：Adaptive　Modulation　and　Coding　schem
e）に用いるための下りリンクのチャネル品質情報（ＣＱＩ：Channel　Quality　Indicat
or）、及び物理下り共有チャネルの送達確認情報が伝送される。
【００３７】
　物理上り制御チャネルでは、ＣＱＩや送達確認情報に加えて、上りリンクの共有チャネ
ルのリソース割り当てを要求するスケジューリング要求（Scheduling　Request）や、パ
ーシステントスケジューリング（Persistent　Scheduling）におけるリリース要求（Rele
ase　Request）などが送信されてもよい。ここで、上りリンクの共有チャネルのリソース
割り当てとは、あるサブフレームの物理下り制御チャネルを用いて、後続のサブフレーム
において上りリンクの共有チャネルを用いて通信を行ってよいことを無線基地局装置が移
動端末装置に通知することを意味する。
【００３８】
　図１２は、本発明の実施の形態に係る移動端末装置の概略構成を示すブロック図である
。図１２に示す移動端末装置１ｎは、アンテナ１１と、アンプ部１２と、送受信部１３と
、ベースバンド信号処理部１４と、呼処理部１５と、アプリケーション部１６とから主に
構成されている。
【００３９】
　このような構成の移動端末装置１ｎにおいて、下りリンク信号については、アンテナ１
１で受信された無線周波数信号がアンプ部１２で、ＡＧＣ（Auto　Gain　Control）の下
で受信電力が一定電力に補正されるように増幅される。増幅された無線周波数信号は、送
受信部１３においてベースバンド信号へ周波数変換される。このベースバンド信号は、ベ
ースバンド信号処理部１４で所定の処理（誤り訂正、復号など）がなされた後、呼処理部
１５及びアプリケーション部１６に送られる。呼処理部１５は、無線基地局装置２との通
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信の管理などを行い、アプリケーション部１６は、物理レイヤやＭＡＣレイヤより上位の
レイヤに関する処理などを行う。本発明の移動端末装置１ｎにおいては、少なくとも下り
ＣｏＭＰに関わる複数の無線基地局装置から参照信号を含む下りリンク信号をそれぞれ受
信する。
【００４０】
　上りリンク信号については、アプリケーション部１６からベースバンド信号処理部１４
に入力される。ベースバンド信号処理部１４では、再送制御の処理、スケジューリング、
伝送フォーマット選択、チャネル符号化などがなされて送受信部１３に転送される。送受
信部１３では、ベースバンド信号処理部１４から出力されたベースバンド信号を無線周波
数信号へ周波数変換する。周波数変換された信号は、その後、アンプ部１２で増幅されて
アンテナ１１から送信される。本発明の移動端末装置１ｎにおいては、チャネル品質の測
定結果を含むフィードバック情報を複数の無線基地局装置にそれぞれ送信する。
【００４１】
　図１３は、図１２に示す移動端末装置におけるベースバンド信号処理部を含む処理部の
構成を示すブロック図である。図１３に示す移動端末装置は、送信部と、受信部とを備え
ている。送信部は、データ符号化部１３０１，１３０２と、データ変調部１３０３，１３
０４と、ＤＦＴ部１３０５，１３０６と、サブキャリアマッピング部１３０７，１３０８
と、コードワード・レイヤマッピング部１３０９と、プリコーディングウエイト乗算部１
３１０と、多重部１３１１と、ＩＦＦＴ部１３１２ａ，１３１２ｂと、ＣＰ（Cyclic　Pr
efix）付与部１３１３ａ，１３１３ｂとを備えている。
【００４２】
　受信部は、ＯＦＤＭ復調部１３１４と、下りＰＤＣＣＨ信号復号部１３１５と、下りＰ
ＨＩＣＨ信号復号部１３１６と、下りＰＤＳＣＨ信号復号部１３１７とを備えている。ま
た、移動端末装置は、新規データ送信／再送判定部１３１８と、再送データを格納する再
送データバッファ１３１９と、新規送信データを格納する新規送信データバッファ１３２
０とを備えている。ここでは、ランク数２、送信アンテナ数２の場合について説明する。
【００４３】
　受信部においては、ＰＤＣＣＨ信号、ＰＨＩＣＨ信号及びＰＤＳＣＨ信号を含む下りリ
ンク信号を受信する。ＯＦＤＭ復調部１３１４は、受信信号に対して所定のＯＦＤＭ復調
処理を施す。ＯＦＤＭ復調部１３１４は、復調後の信号を下りＰＤＣＣＨ信号復号部１３
１５、下りＰＨＩＣＨ信号復号部１３１６及び下りＰＤＳＣＨ信号復号部１３１７に出力
する。
【００４４】
　下りＰＤＣＣＨ信号復号部１３１５は、復調後の下りＰＤＣＣＨ信号（下りＬ１／Ｌ２
制御信号）を復号する。また、下りＰＤＣＣＨ信号復号部１３１５は、復調後の下りＰＤ
ＣＣＨ信号をデータ符号化部１３０１，１３０２、データ変調部１３０３，１３０４、サ
ブキャリアマッピング部１３０７，１３０８、コードワード・レイヤマッピング部１３０
９、プリコーディングウエイト乗算部１３１０及び新規データ送信／再送判定部１３１８
に出力する。
【００４５】
　すなわち、ＲＩ（ランク数情報）はコードワード・レイヤマッピング部１３０９に出力
され、ＭＣＳ情報はデータ符号化部１３０１，１３０２及びデータ変調部１３０３，１３
０４に出力され、スケジューリング情報（リソース割り当て情報）はサブキャリアマッピ
ング部１３０７，１３０８に出力され、プリコーディング情報（ＰＭＩ）はプリコーディ
ングウエイト乗算部１３１０に出力される。また、UL　grantに含まれるＨＡＲＱパラメ
ータは新規データ送信／再送判定部１３１８に出力される。
【００４６】
　下りＰＨＩＣＨ信号復号部１３１６は、復調後の下りＰＨＩＣＨ信号を復号する。これ
により、ＰＨＩＣＨ信号（ＡＣＫ又はＮＡＣＫ）が得られる。また、下りＰＨＩＣＨ信号
復号部１３１６は、復調後の下りＰＨＩＣＨ信号を新規データ送信／再送判定部１３１８
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に出力する。下りＰＤＳＣＨ信号復号部１３１７は、復調後の下りデータ信号を復号する
。
【００４７】
　新規データ送信／再送判定部１３１８は、ＰＨＩＣＨ信号がＡＣＫであるかＮＡＣＫで
あるかを判定する。また、新規データ送信／再送判定部１３１８は、ＰＨＩＣＨ信号がＮ
ＡＣＫである場合には、全ＣＷについて（ここでは、２つのＣＷに対して）再送する指示
（再送信号を無線基地局装置に送信する指示）を行う。これにより、移動端末装置は、再
送バッファ１３１９に格納された両方のＣＷの再送信号をＰＵＳＣＨで再送する。この制
御は、両方のコードワードとも復調が誤り、再送を行う態様（１－１）や、片方のコード
ワードのみ復調が誤り、再送を行う態様（３－３）で行われる。
【００４８】
　また、新規データ送信／再送判定部１３１８は、ＰＨＩＣＨ信号がＡＣＫである場合に
は、新規送信データバッファ１３２０に新規送信データがバッファリングされているなら
ば、新規データ送信のＨＡＲＱパラメータを含むUL　grantを無線基地局装置から受けた
後に、新規送信データを送信する指示を行う。一方、新規送信データバッファ１３２０に
新規送信データがバッファリングされていないならば、ＲＴＤ後にデータ送信を行わない
。この制御は、両方のコードワードが正しく復調された態様（２－２）や、片方のコード
ワードのみ復調が誤り、再送を行う態様（３－２）で行われる。
【００４９】
　また、新規データ送信／再送判定部１３１８は、ＰＤＣＣＨのUL　grantの情報に基づ
いて、新規データ送信及び／又は再送の指示を行う。下りＰＤＣＣＨ信号に一つのＣＷに
対して再送する旨のUL　grantが含まれている場合には、一つのＣＷの再送の指示（再送
信号を無線基地局装置に送信する指示）を行う。この制御は、両方のコードワードとも復
調が誤り、再送を行う態様（１－２）、両方のコードワードが正しく復調された態様（２
－１）、片方のコードワードのみ復調が誤り、再送を行う態様（３－１）で行われる。
【００５０】
　データ符号化部１３０１，１３０２は、ＭＣＳ情報に対応するチャネル符号化率を用い
て、データ信号を誤り訂正符号化する。データ符号化部１３０１，１３０２は、誤り訂正
符号化されたデータ信号をデータ変調部１３０３，１３０４に出力する。
【００５１】
　データ変調部１３０３，１３０４は、ＭＣＳ情報に対応するデータ変調方式で、データ
符号化されたデータ信号をデータ変調する。データ変調部１３０３，１３０４は、データ
変調後のデータ信号をＤＦＴ（Discrete　Fourier　Transform）部１３０５，１３０６に
出力する。ＤＦＴ部１３０５，１３０６は、時間領域のデータ信号を周波数領域の信号に
変換する。ＤＦＴ部１３０５，１３０６は、ＤＦＴ後のデータ信号をサブキャリアマッピ
ング部１３０７，１３０８に出力する。
【００５２】
　サブキャリアマッピング部１３０７，１３０８は、ＤＦＴ後のデータ信号を、スケジュ
ーリング情報に基づいてサブキャリアにマッピングする。サブキャリアマッピング部１３
０７，１３０８は、サブキャリアマッピングされたデータ信号をコードワード・レイヤマ
ッピング部１３０９に出力する。
【００５３】
　コードワード・レイヤマッピング部１３０９は、ランク数情報に基づいてコードワード
をレイヤにマッピングする。コードワード・レイヤマッピング部１３０９は、マッピング
後の信号をプリコーディングウエイト乗算部１３１０に出力する。プリコーディングウエ
イト乗算部１３１０は、プリコーディング情報に基づいてレイヤにマッピングされた信号
にプリコーディングウエイトを乗算する。プリコーディングウエイト乗算部１３１０は、
プリコーディング後の信号を多重部１３１１に出力する。
【００５４】
　多重部１３１１は、プリコーディング後のデータ信号に参照信号などの他の信号を多重
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する。多重部１３１１は、参照信号などを多重した後の信号をＩＦＦＴ（Inverse　Fast
　Fourier　Transform）部１３１２ａ，１３１２ｂに出力する。ＩＦＦＴ部１３１２ａ，
１３１２ｂは、多重後の信号をＩＦＦＴして時間領域の信号に変換する。ＩＦＦＴ部１３
１２ａ，１３１２ｂは、ＩＦＦＴ後の信号をＣＰ付与部１３１３ａ，１３１３ｂに出力す
る。ＣＰ付与部１３１３ａ，１３１３ｂは、ＩＦＦＴ後の信号にＣＰを付与する。
【００５５】
　図１４は、本発明の実施の形態に係る無線基地局装置の概略構成を示すブロック図であ
る。図１４に示す無線基地局装置２ｎは、アンテナ２１と、アンプ部２２と、送受信部２
３と、ベースバンド信号処理部２４と、呼処理部２５と、伝送路インターフェース２６と
から主に構成されている。
【００５６】
　このような構成の無線基地局装置２ｎにおいて、上りリンク信号については、アンテナ
２１で受信された無線周波数信号がアンプ部２２で、ＡＧＣの下で受信電力が一定電力に
補正されるように増幅される。増幅された無線周波数信号は、送受信部２３においてベー
スバンド信号へ周波数変換される。このベースバンド信号は、ベースバンド信号処理部２
４で所定の処理（誤り訂正、復号など）がなされた後、伝送路インターフェース２６を介
してアクセスゲートウェイ装置に転送される。アクセスゲートウェイ装置３は、コアネッ
トワーク４に接続されており、各移動端末装置を管理している。また、上りリンクに関し
ては、上りリンクのベースバンド信号に基づいて、無線基地局装置２ｎで受信された無線
周波数信号の受信ＳＩＮＲ及び干渉レベルが測定される。呼処理部２５は、上位装置の無
線制御局との間で呼処理制御信号を送受信し、無線基地局装置２ｎの状態管理やリソース
割り当てをする。
【００５７】
　下りリンク信号については、上位装置から伝送路インターフェース２６を介してベース
バンド信号処理部２４に入力される。ベースバンド信号処理部２４では、再送制御の処理
、スケジューリング、伝送フォーマット選択、チャネル符号化などがなされて送受信部２
３に転送される。送受信部２３では、ベースバンド信号処理部２４から出力されたベース
バンド信号を無線周波数信号へ周波数変換する。周波数変換された信号は、その後、アン
プ部２２で増幅されてアンテナ２１から送信される。
【００５８】
　図１５は、図１４に示す無線基地局装置におけるベースバンド信号処理部を含む処理部
の構成を示すブロック図である。図１５に示す無線基地局装置は、送信部と、受信部とを
備えている。送信部は、ＰＨＩＣＨ信号生成部１５０１、個別ユーザデータ生成部１５０
２と、ＰＤＳＣＨ信号生成部１５０３と、ＰＤＣＣＨ信号生成部１５０４と、ＯＦＤＭ変
調部１５０５とを備えている。送信部は、ＰＨＩＣＨ信号、ＰＤＳＣＨ信号及びＰＤＣＣ
Ｈ信号を含む下りリンク信号を移動端末装置に送信する。
【００５９】
　受信部は、ＣＰ除去部１５０６，１５０８と、シンボル同期部１５０７，１５０９と、
ＦＦＴ（Fast　Fourier　Transform）部１５１０，１５１１と、サブキャリアデマッピン
グ部１５１２，１５１３と、周波数領域等化部１５１４と、チャネル推定部１５１５と、
ＩＤＦＴ（Inverse　Discrete　Fourier　Transform）部１５１６，１５１７と、データ
復調部１５１８，１５１９と、データ復号部１５２０，１５２１とを備えている。また、
無線基地局装置は、再送情報チャネル選択部１５２２と、スケジューラ１５２３と、プリ
コーディングウエイト・ランク数選択部１５２４と、ＭＣＳ選択部１５２５と、チャネル
品質測定部１５２６とを備えている。受信部では、複数のＣＷ（ここでは２つのＣＷ）の
信号を移動端末装置から受信する。
【００６０】
　ＰＨＩＣＨ信号生成部１５０１は、ＰＨＩＣＨ信号（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）を生成する。
このＰＨＩＣＨ信号は、ＰＵＳＣＨ信号（再生されたＣＷ＃１の送信データ、再生された
ＣＷ＃２の送信データ）に誤りがあるか否かにより決定される。ＰＨＩＣＨ信号生成部１
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５０１は、全ＣＷに誤りがあったときに１ビットのＰＨＩＣＨ（ＮＡＣＫ）を生成する。
また、ＰＨＩＣＨ信号生成部１５０１は、全ＣＷに誤りがなかったときに１ビットのＰＨ
ＩＣＨ（ＡＣＫ）を生成する。ＰＨＩＣＨ信号生成部１５０１は、ＰＨＩＣＨ信号をＯＦ
ＤＭ変調部１５０５に出力する。
【００６１】
　個別ユーザデータ生成部１５０２は、下り個別ユーザデータを生成し、ＰＤＳＣＨ信号
生成部１５０３に出力する。ＰＤＳＣＨ信号生成部１５０３は、下り個別ユーザデータ及
び高レイヤ制御信号（ＲＲＣシグナリング）をＰＤＳＣＨ信号として生成する。ＰＤＳＣ
Ｈ信号生成部１５０３は、ＰＤＳＣＨ信号をＯＦＤＭ変調部１５０５に出力する。
【００６２】
　ＰＤＣＣＨ信号生成部１５０４は、アップリンクグラント（UL　grant）を含むＰＤＣ
ＣＨ信号を生成する。UL　grantには、リソース割り当て情報、ＰＭＩ、ＲＩ（Rank　Ind
icator）、ＭＣＳ、ＨＡＲＱパラメータ（ＮＤＩ、ＲＶ、ＭＣＳ）が含まれる。ＰＤＣＣ
Ｈ信号生成部１５０４は、一つのＣＷに誤りがあったときに、この一つのＣＷに対して再
送する旨のUL　grantを含むＰＤＣＣＨ信号を生成する。ＰＤＣＣＨ信号生成部１５０４
は、ＰＤＣＣＨ信号をＯＦＤＭ変調部１５０５に出力する。ＯＦＤＭ変調部１５０５は、
ＰＨＩＣＨ信号、ＰＤＳＣＨ信号及びＰＤＣＣＨ信号に対して所定のＯＦＤＭ変調処理を
施して、送信信号とする。
【００６３】
　ＣＰ除去部１５０６，１５０８は、アンテナ毎の受信信号からＣＰを除去して有効な信
号部分を抽出する。ＣＰ除去部１５０６，１５０８は、ＣＰ除去後の受信信号をＦＦＴ部
１５１０，１５１１にそれぞれ出力する。シンボル同期部１５０７，１５０９は、それぞ
れの受信信号のシンボル同期をとり、シンボル同期の情報をＣＰ除去部１５０６，１５０
８に出力する。ＣＰ除去部１５０６，１５０８は、シンボル同期の情報に基づいて受信信
号からＣＰを除去する。
【００６４】
　ＦＦＴ部１５１０，１５１１は、ＣＰ除去後の受信信号をＦＦＴして、周波数領域の信
号に変換する。ＦＦＴ部１５１０，１５１１は、ＦＦＴ後の信号をそれぞれサブキャリア
デマッピング部１５１２，１５１３に出力する。サブキャリアデマッピング部１５１２，
１５１３は、ＦＦＴ後の信号に対してリソースマッピング情報を用いて周波数領域の信号
からデータ信号を抽出する。サブキャリアデマッピング部１５１２，１５１３は、サブキ
ャリアデマッピング後の信号をそれぞれチャネル推定部１５１５及び周波数領域等化部１
５１４に出力する。
【００６５】
　チャネル推定部１５１５は、サブキャリアデマッピング後の信号（参照信号）を用いて
チャネル推定する。チャネル推定部１５１５は、得られたチャネル推定値を周波数領域等
化部１５１４に出力する。周波数領域等化部１５１４は、サブキャリアデマッピング後の
データ信号に対して、チャネル推定部１５１５で推定されたチャネル変動を補償する。周
波数領域等化部１５１４は、等化されたデータ信号をそれぞれＩＤＦＴ部１５１６，１５
１７に出力する。ＩＤＦＴ部１５１６，１５１７は、周波数領域の信号を時間領域の信号
に変換する。ＩＤＦＴ部１５１６，１５１７は、ＩＤＦＴ後の信号をそれぞれデータ復調
部１５１８，１５１９に出力する。
【００６６】
　データ復調部１５１８，１５１９は、伝送フォーマット（符号化率・復調方式）に対応
するデータ変調方式で、ＩＤＦＴ後の信号をデータ復調する。データ復調部１５１８，１
５１９は、データ復調後の信号をそれぞれデータ復号部１５２０，１５２１に出力する。
データ復号部１５２０，１５２１は、データ復調後のデータ信号をデータ復号して送信デ
ータ（再生されたＣＷ＃１の送信データ、再生されたＣＷ＃２の送信データ）として出力
する。
【００６７】
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　チャネル品質測定部１５２６は、移動端末装置から送信された参照信号を用いて品質情
報を測定する。測定された品質情報は、スケジューラ１５２３、プリコーディングウエイ
ト・ランク数選択部１５２４及びＭＣＳ選択部１５２５に出力される。
【００６８】
　スケジューラ１５２３においては、品質情報に基づいてスケジューリングが行われる。
スケジューラ１５２３は、リソース割り当て情報を個別ユーザデータ生成部１５０２及び
ＰＤＣＣＨ信号生成部１５０４に出力する。プリコーディングウエイト・ランク数選択部
１５２４は、品質情報に基づいてＰＭＩの生成及びランク選択を行う。プリコーディング
ウエイト・ランク数選択部１５２４は、ＰＭＩ及びＲＩをＰＤＣＣＨ信号生成部１５０４
に出力する。ＭＣＳ選択部１５２５は、品質情報に基づいてＭＣＳ選択を行う。ＭＣＳ選
択部１５２５は、ＭＣＳをＰＤＣＣＨ信号生成部１５０４に出力する。
【００６９】
　再送情報チャネル選択部１５２２は、各ＣＷの送信データの誤り状態に応じて、ＰＨＩ
ＣＨで再送を通知するか、UL　grantで再送を通知するかを選択する。再送情報チャネル
選択部１５２２は、両方のコードワードとも復調が誤り、再送を行う態様（１－１）や、
片方のコードワードのみ復調が誤り、再送を行う態様（３－３）の場合には、ＰＨＩＣＨ
（ＮＡＣＫ）で再送を通知するためにＰＨＩＣＨを選択する。
【００７０】
　また、再送情報チャネル選択部１５２２は、両方のコードワードが正しく復調された態
様（２－２）や、片方のコードワードのみ復調が誤り、再送を行う態様（３－２）の場合
には、ＰＨＩＣＨ（ＡＣＫ）で再送を通知するためにＰＨＩＣＨを選択する。なお、この
場合においては、移動端末装置の新規送信データバッファ１３２０に新規送信データがバ
ッファリングされているならば、再送情報チャネル選択部１５２２は、新規データ送信の
ＨＡＲＱパラメータを含むUL　grantを送信するので、この再送情報を通知するようにＰ
ＤＣＣＨを選択する。
【００７１】
　また、再送情報チャネル選択部１５２２は、両方のコードワードとも復調が誤り、再送
を行う態様（１－２）、両方のコードワードが正しく復調された態様（２－１）、片方の
コードワードのみ復調が誤り、再送を行う態様（３－１）の場合には、ＰＤＣＣＨのUL　
grantで再送を通知するためにＰＤＣＣＨを選択する。
【００７２】
　このような構成の無線通信システムにおいて、無線基地局装置で両方のＣＷとも復調が
誤り、再送を行いたい場合には、無線基地局装置において、複数のＣＷの信号を受信し、
１ビットのＮＡＣＫのＰＨＩＣＨ信号を生成し、このＮＡＣＫのＰＨＩＣＨ信号を移動端
末装置に送信し、移動端末装置において、ＮＡＣＫのＰＨＩＣＨにしたがって全ＣＷにつ
いて再送信号を無線基地局装置に送信する。
【００７３】
　また、この無線通信システムにおいて、無線基地局装置で両方のＣＷが正しく復調され
た場合には、無線基地局装置において、１ビットのＡＣＫのＰＨＩＣＨ信号を生成し、こ
のＡＣＫのＰＨＩＣＨ信号を移動端末装置に送信し、移動端末装置において、ＡＣＫのＰ
ＨＩＣＨ信号に基づいて、新規送信データを無線基地局装置に送信する。
【００７４】
　また、この無線通信システムにおいて、無線基地局装置で片方のＣＷのみ復調が誤り、
再送を行う場合には、無線基地局装置において、一つのＣＷに対して再送する旨のUL　gr
antを含むＰＤＣＣＨ信号を生成し、このＰＤＣＣＨ信号を移動端末装置に送信し、移動
端末装置において、UL　grantに基づいて、一つのＣＷの再送信号を無線基地局装置に送
信する。
【００７５】
　本発明は上記実施の形態に限定されず、種々変更して実施することが可能である。上記
実施の形態において、ランク数、送信アンテナ数は一例であり、これに限定されるもので
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はない。また、本発明の範囲を逸脱しない限りにおいて、上記説明における処理部の数、
処理手順については適宜変更して実施することが可能である。また、図に示される要素の
各々は機能を示しており、各機能ブロックがハードウエアで実現されても良く、ソフトウ
エアで実現されてもよい。その他、本発明の範囲を逸脱しないで適宜変更して実施するこ
とが可能である。
【産業上の利用可能性】
【００７６】
　本発明は、ＬＴＥ－Ａシステムの移動端末装置、無線基地局装置及び無線通信方法に有
用である。
【符号の説明】
【００７７】
　１ｎ　移動端末装置
　２ｎ　無線基地局装置
　３　アクセスゲートウェイ装置
　４　コアネットワーク
　５ｎ　セル
　１１，２１　アンテナ
　１２，２２　アンプ部
　１３，２３　送受信部
　１４，２４　ベースバンド信号処理部
　１５，２５　呼処理部
　１６　アプリケーション部
　２６　伝送路インターフェース
　１３０１，１３０２　データ符号化部
　１３０３，１３０４　データ変調部
　１３０５，１３０６　ＤＦＴ部
　１３０７，１３０８　サブキャリアマッピング部
　１３０９　コードワード・レイヤマッピング部
　１３１０　プリコーディングウエイト乗算部
　１３１１　多重部
　１３１２ａ，１３１２ｂ　ＩＦＦＴ部
　１３１３ａ，１３１３ｂ　ＣＰ付与部
　１３１４　ＯＦＤＭ復調部
　１３１５　下りＰＤＣＣＨ信号復号部
　１３１６　下りＰＨＩＣＨ信号復号部
　１３１７　下りＰＤＳＣＨ信号復号部
　１３１８　新規データ送信／再送判定部
　１３１９　再送データバッファ
　１３２０　新規送信データバッファ
　１５０１　ＰＨＩＣＨ信号生成部
　１５０２　個別ユーザデータ生成部
　１５０３　ＰＤＳＣＨ信号生成部
　１５０４　ＰＤＣＣＨ信号生成部
　１５０５　ＯＦＤＭ変調部
　１５０６，１５０８　ＣＰ除去部
　１５０７，１５０９　シンボル同期部
　１５１０，１５１１　ＦＦＴ部
　１５１２，１５１３　サブキャリアデマッピング部
　１５１４　周波数領域等化部
　１５１５　チャネル推定部
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　１５１６，１５１７　ＩＤＦＴ部
　１５１８，１５１９　データ復調部
　１５２０，１５２１　データ復号部
　１５２２　再送情報チャネル選択部
　１５２３　スケジューラ
　１５２４　プリコーディングウエイト・ランク数選択部
　１５２５　ＭＣＳ選択部
　１５２６　チャネル品質測定部

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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